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　「かしてつ」の愛称で多くの人々に親しまれてきた「鹿島鉄
道」（石岡－鉾田間）が3月末で廃線となります。廃線まで残り
わずかとなりました。
　80年を超す歴史を誇り、貴重な公共交通としての役割を
閉じようとしている鹿島鉄道に感謝し、最後まで温かく見守
っていきましょう。
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　平成21年度開港が現実となりつつある茨城空港ですが、空港が所在する地元として「利用促進のために
何ができるか」を検討する、「小美玉市茨城空港利用促進協議会」が発足しました。
　1月31日、小美玉市役所３階委員会室において、県立小川高校生徒会の生徒2名を含む経済産業界や
学識経験者など31名の方々に、小美玉市茨城空港利用促進協議会委員の委嘱状交付が行われました。
委員を代表して、県立小川高校の小林拓也委員に、島田市長より委嘱状が交付されました。
　交付式の後、引き続き本協議会の総会が行われ、協議会の方針となります規約の制定、役員の選出及び
顧問の承認などが行われました。
　今後、年3回程度の協議会と、必要に応じて個別部会を実施しながら、以下の点について重点的に協議
していく予定です。

　①開港・利用促進の機運の盛り上げ方策
　②観光資源の掘り起こし、観光ルートの策定
　③空港利活用を考えた地場商品（農産品を含む）の検討・開発

小美玉市茨城空港利用
促進協議会が発足

小美玉市茨城空港利用
促進協議会が発足

小美玉市茨城空港利用
促進協議会が発足

　3月4日に行われる予定でした小美玉市農業委員会委員一般選挙は、2月25日に立候補届出があり、候補者
が選挙すべき人員（選挙による委員の定数は25名）を超えないため、無投票となりました。
　なお、選挙による委員は次の通りです。

小美玉市農業委員会委員一般選挙小美玉市農業委員会委員一般選挙小美玉市農業委員会委員一般選挙

空港対策課 周辺整備係　☎４８－１１１１　内線 1133【問い合わせ】

選挙管理委員会（市役所総務課内）　☎４８－１１１１　内線 1282【問い合わせ】

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9

氏　　名
立　原　　　幹
小松﨑　　信吉
村　田　　　清
谷　内　雅　美
細　谷　重　男
佐　久　一　雄
小　林　弘　嗣
宮　内　晃　一
髙　木　　　実

氏　　名
上　田　　　稔
髙　﨑　芳　行
田　中　利　文
山　下　　　明
小野寺　千之助
細　山　美　好
深　作　政　市
木　村　重　成
廣　戸　彰　德

氏　　名
石　橋　　　茂
伊　藤　信　行
田　上　光　一
橋　本　　　勝
大　槻　賢　一
田　村　昇　司
阿　部　正　芳

（届出順・敬称略）
番号
10
11
12
13
14
15
16
17
18

番号
19
20
21
22
23
24
25
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　下水道が、新たに使用できるようなります。
　下水道は、私たちの生活環境を快適にするだけでなく、霞ヶ浦等の水質汚濁を防止し地球環境をも豊か
にするものです。住民の皆さんが利用していただくことで初めてその目的を果たすことができます。
　市では下水道への接続期間の目安を供用開始後3年以内として推進しています。下水道事業の趣旨を
ご理解いただき、早期接続にご協力ください。
　また、3年以内に接続される方に、補助金の交付や融資あっせん（利子の全額補給）の支援制度を設けて
いますので、有効に活用してください。

　　＊補助金…………供用開始後1年以内の工事には3万円、3年以内の工事には1万円交付
　　＊融資あっせん…工事資金を借入した場合の返済の利子分を市が負担

□農業集落排水施設
　堅倉南部地区農業集落排水施設の供用が開始されます。
　◎堅倉南部地区農業集落排水施設（美野里地区）
　　平成12年度から事業に着手した堅倉南部地区農業集落排水事業も、処理施設（三箇区）の竣工に
　より、柴高区の一部を除く下記の区域において、4月1日から供用開始になります。
　　これにより、約420世帯のみなさんが下水道を利用できるようになります。

【供用開始区域】
　堅倉、三箇、柴高、上鶴田、下鶴田、長砂、中野谷、仲丸、の区域の一部

【使用料】

下水道の供用開始と区域拡大下水道の供用開始と区域拡大下水道の供用開始と区域拡大下水道の供用開始と区域拡大

敷 地 面 積　4,548㎡
建 築 面 積　1階床面積　295.49㎡
地階床面積　135.16㎡　
延 床 面 積　430.65㎡

主 要 構 造　鉄筋コンクリート造地上1階地下1階
計画処理対象人口　2,530人
計画汚水量  日平均汚水量　684㎥/日
施 工 金 額　467,250千円

区　　分

一般家庭用

業　務　用

一般世帯

事務所、事業所等

4,200円

4,200円

1,050円

 　 420円

適用範囲
使用料（２ヶ月につき）

基本額 人員割（１人当）

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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巴南部地区農業集落排水施設が全世帯供用開始となります。
　◎巴南部地区農業集落排水施設（小川地区）
【供用開始区域】
　　平成19年3月15日から巴南部地区の一部で
　下水道の供用を開始します。図の■の部分約
　90世帯のみなさんが利用できるようになります。
　　これにより、平成18年4月1日に供用開始され
　ている約280世帯■とあわせて、約370世帯が
　供用開始となります。

　＊平成18年4月1日に供用開始された区域は、
　　1年以内の補助金の交付期限が3月末までと
　　なります。

平成18年4月

平成19年3月

凡　　例

巴南部地区農業集落排水施設供用開始区域図

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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小川地区　　　・玉里地区　　　 公共下水道供用開始拡大区域図　　　　 　　　　

公共下水道の供用開始区域が拡大されます。
◎小川地区、玉里地区の一部で公共下水道が、新たに使用できるようになります。
【供用開始区域】
　小川地区において供用を開始する区域は■の地域で、この地区にお住まいの約140世帯の皆さんが、玉
里地区において供用を開始する区域は■の地域で、この地区にお住まいの約28世帯の皆さんが利用でき
るようになります。

【受益者負担金】
　下水道建設にかかった費用の一部を、皆さんに負担していただくことになり、この費用のことを受益者負
担金といいます。
　◎小川地区
　　「公共ます」1個につき27万円です。
　◎玉里地区
　　「均等割」と「地籍割」とを組み合わせた方式で
　計算されます。
　　「均等割」…240,000円／筆　　「地籍割」…30円／㎡
　　800㎡を超える部分は徴収猶予対象となります。

玉里総合支所　生活環境課 ☎４８－１１１１　内線 3226
小川総合支所　下水道課 ☎４８－１１１１　内線 2141・2142
下水道課   ☎４８－１１１１　内線 1402・1403

【問い合わせ】

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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　介護保険は、40歳以上の方が保険に加入して、保険料を負担し、老後等の安心を支え合う身近な制度です。
　平成12年4月から施行された介護保険制度は、介護を社会全体で支えあうために創設され、皆様の身近な制
度として定着してまいりました。
　小美玉市（保険者）では、介護保険サービスを利用している方は年々増え続けています。

①加入者（被保険者）
　・第1号被保険者…65歳以上の方
　・第2号被保険者…40歳～ 65歳未満の医療保険に加入している方
②介護保険被保険者証
　　65歳以上のすべての方と、40歳以上65歳未満の方で要介護認定を受けた方に交付します。
③申請等
　　介護サービスを利用するためには、申請をして介護が必要であることの認定（要介護度の認定）
　を受ける必要がありますので、介護サービスを利用したい方は、必ず市に申請をしてください。
④要介護度
　　介護保険の認定を受けた方は、サービスの種類やサービスを提供する事業者をご自分で選んで
利用できます。
　　※要介護度の区分（７区分）
　　　　要支援１･要支援２…………………………介護保険の介護予防サービスを利用できます。
　　　　要介護１･要介護２･要介護３･要介護４･要介護５…介護保険の在宅・施設サービスを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  利用できます。
　　※非該当（自立）になった方は、地域支援事業の介護予防事業を利用できます。
⑤サービスの種類
　⑴介護予防サービス…介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）・介護予防支援・介護予防訪問
　　　　　　　　　　　リハビリテーションなど。
　⑵在宅サービス………ホームヘルプサービス・ディサービス・ショートステイ・通所リハビリテーションなど。
　⑶施設サービス………特別養護老人ホーム・介護療養型医療施設（病院）・介護老人保健施設など。
　⑷地域支援事業………口腔ケアとして、口腔・義歯清掃法や、口腔粘膜の訓練など。
　　　　　　　　　　　生きがい活動（ディ）・認知症の予防・体操・栄養改善など。
⑥利用者負担
　介護サービスを利用したときの利用者負担は、原則としてサービスにかかった費用の1割となります。
　　※施設サービスや在宅サービスのショートステイを利用する場合は、1割負担のほかに、居住費
　　　と食費を負担する必要があります。
　　●低所得の方は所得に応じて自己負担の限度額が設けられ、これを超える利用者負担はありません。
　　●この負担限度額を超えた分は、「特定入所者介護サービス費」として介護保険から給付されます。
　　※「特定入所者介護サービス費」の利用には申請が必要です。
⑦介護保険に関する相談及び各種申請
　　介護保険は、非常に複雑な制度でわかりにくい制度です。
　　そのため、市では、随時皆様のご相談に応じておりますので、介護保険の詳細につきましては、
　どうぞお気軽に下記にお問い合わせください。

介護保険について介護保険について介護保険について

玉里総合支所　保健福祉課  ☎４８－１１１１
小川総合支所　保健福祉課  ☎４８－１１１１
介護福祉課（四季健康館内）  ☎４８－０２２１

【問い合わせ】

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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　小美玉市では、19年度も身近に車が無く遠方への外出が困難な高齢者の方、また身体に障害を持つ
高齢者の方に対し、通院や通所する際の送迎費用の一部を助成します。
☆3月22日（木）より、平成19年度（4月1日以降分）の申請受付を開始します。
　なお、事業内容の詳細は次のとおりです。

■対  象  者…ご自宅に車が無く、またご自身でも車を運転する事が出来ない方で、次の①②のいずれかに
　　　　　　該当する方
　　　　　　①70歳以上であり、独居（ひとり暮らし）または高齢世帯（世帯全員が65歳以上）の方
　　　　　　②60歳以上で、下肢又は視覚に障害があり、身体障害者手帳をお持ちの方

■助成内容…医療機関・福祉施設・市役所関連施設へ行く際の、タクシー初乗り料金を助成
　　　　　　※利用できるのは、小美玉市内に営業所がある次のいずれかのタクシー会社に限ります。

■利用回数…『利用券』をひと月２枚として、翌年の３月分まで交付（年間最大24回分）

■利用方法…タクシーで医療機関等へ行く際に、『利用券』をタクシー運転手に提出してください。
　　　　　　送迎費用から初乗り料金が差し引かれます。
　　　　　　利用を希望される方は、申請書の提出が必要となります。

受付窓口 ○ 四季健康館内　介護福祉課
  ○ 小川総合支所　保健福祉課
  ○ 玉里総合支所　保健福祉課

○（有）上田タクシー  ○（有）小川ハイヤー
○羽鳥駅前ハイヤー（有） ○（有）美野里タクシー

〔例〕 ・5月1日～ 5月31日の間に申請された場合
　　　2枚 × 11ヶ月分（5月～翌年3月） ＝ 22枚交付

　　・6月1日～ 6月30日の間に申請された場合
　　　2枚 × 10ヶ月分（6月～翌年3月） ＝ 20枚交付

平成１９年度 小美玉市高齢者等
外出支援サービス受付開始のお知らせ
平成１９年度 小美玉市高齢者等

外出支援サービス受付開始のお知らせ
平成１９年度 小美玉市高齢者等

外出支援サービス受付開始のお知らせ

※申請用紙は各窓口にあります。どの窓口からでも申込み出来ます。

介護福祉課（四季健康館内）高齢福祉係　☎４８－０２２１　内線 4213・4214【問い合わせ】

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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■対　　象

■申 込 先

■定　　員

　小美玉市在住の１～2歳児を対象に、遊びの教室を市内２か所において実施しています。
　今回4月から9月までの教室（玉里会場・美野里会場）の参加者を募集します。     
　この教室は、親子が遊びを通して触れ合ったり、互いに楽しく交流しあう場です。普段家の中で過ごすことが多い方
や、近くに同じ年頃の子がいないため交流できないと思っている方など、ぜひこの機会にご参加ください。
　なお、申込みについては参加を希望される会場の担当課までお願いします。

１～２歳児の親子     
     
※4月2日（月）から受付を開始します     
　玉 里 会 場  ： 玉里総合支所保健福祉課　　☎４８－１１１１
　美野里会場 ： 健康増進課（四季健康館内）　☎４８－０２２１

　各会場40組　（定員になり次第締め切らせていただきます）
　＊人数に限りがあるためどちらか一方の会場に限定します。

キャロットルーム（幼児育児教室）募集のお知らせキャロットルーム（幼児育児教室）募集のお知らせキャロットルーム（幼児育児教室）募集のお知らせ

玉里会場 美野里会場

　※内容は変更になることがあります

場所：玉里保健福祉センター 場所：四季健康館

日　　程

4月24日（火）

5月15日（火）

6月26日（火）

7月17日（火）

8月28日（火）

9月18日（火）

こいのぼり作り

簡単おもちゃ作り

七夕かざりを作ろう

新聞紙で遊ぼう

大きな紙に絵を書こう

からだを動かして遊ぼう

白い買物用ビニール袋

なし

なし

新聞紙1日分

なし

水分補給用の水

リズム遊び
手遊び
簡単な製作など

なし

内　　容 持ってくるもの 内　　容 持ってくるもの日　程

4月25日（水）

5月23日（水）

 6月  8日（金）

7月25日（水）

8月29日（水）

9月27日(木）

＜玉里会場：ボランティアさんによる読み聞かせ＞ ＜美野里会場：保育士さんの指導による親子遊び＞

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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　小美玉市では子宮がん・乳がんの医療施設検診を実施しています。平成19年度は下記のように受け方が変わ
りますので、ご確認の上お受けください。なお、集団検診は6月～10月に予定しています。

＜受付期間＞
　　平成19年11月から平成20年１月までとする。

＜対象者＞
　各検診は、原則として年1回または2年に1回とし、

　　①子宮がん検診20歳以上、乳がん検診30歳以上の女性。

　　②集団検診では都合がつかず、受診できなかった方。

　ただし、下記の方は受けられません。

　　   1医療施設検診を5年以上継続受診している方。

　　   2人間ドック・職場等での検診を受けた方。

　　   3自覚症状のある方。

　　   4医療機関での定期検診を目的としている方。

　　   5妊娠している方。

＜受け方＞
　受診券等を発行しますので、個人負担金をご持参の上、問い合わせ先で受診手続きをしてください。

子宮がん・乳がん医療施設検診のお知らせ子宮がん・乳がん医療施設検診のお知らせ

＜費用徴収（個人負担額）＞

※ただし、40～56歳のマンモグラフィーは２年ごと、57歳以上の乳がん検診は2年に1回となります。

子宮がん検診

乳がん検診

頚部検診 1,000円

1,000円
（後日徴収）

1,500円

2,000円

1,500円

小川保健相談センター  ☎５８－１４１１
健康増進課（四季健康館内） ☎４８－０２２１
玉里総合支所 保健福祉課 ☎４８－１１１１（本庁経由となります）

【問い合わせ】

検診内容 個人負担金

体部検診（医師が必要と認めた場合）

視触診＋超音波　 （30歳～39歳）

超音波＋マンモグラフィー（40歳～56歳）

視触診＋マンモグラフィー（57歳以上）

～平成19年度の対象者等が変わります～

※集団検診については広報紙・年間予定表等をご確認ください。

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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総合健診を実施します
　健診は、日頃の生活習慣を見直す良い機会ともなります。年に1回は必ず健康診断を受けましょう。
　受診間隔は前回の受診から、おおむね12か月後です。
　平成19年度、人間ドック・他の医療機関等で検査をする予定の方は受けられません。
　総合健診は、胃がん、大腸がん、基本健康診査すべてを実施するセット検診になりますので 胃・大腸がん
検診だけを申込みされる方は、前もってお知らせ願います。

◆次に該当する方は、直接医療機関での検診をお勧めします。
　○現在、心臓・高血圧・高脂血症等で薬を飲んでいる方、自覚症状がある方
　○毎回、精密検査を指示される方

　平成14年度より5ヵ年計画で開始された肝炎ウイルス検診は、今年
度より対象者が変わります。
　下記に該当される方は、ぜひ受診しましょう！

　●対象者　今年度40歳になる方（希望者は当日受付で申込みください）

　昨年度より65歳以上になられる方
には介護予防検診が加わりました。こ
れは、高齢者が要介護状態にならず、
元気で生涯にわたり自立して暮らし
ていくことを目指して行うものです。

5 月実施の健診申込みのお知らせ

■内容および対象・料金

項　　目

結核検診

肺がん検診

基本健康診査

介護予防検診

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

コリンエステラーゼ

40歳以上

40歳以上

40歳以上該当者

40歳以上

65歳以上の基本健康診査受診者

40歳以上

40・45・50・55・60・65・70歳

40歳以上

50歳以上の男性

今年度40歳のみ

農薬多量使用者

胸部レントゲン検査

胸部レントゲン検査

喀痰検査

尿検査、身体測定、血圧、眼底、心電図、採血（貧血・
コレステロール・中性脂肪・肝機能・血糖・尿酸等）

※下記の表を参照

胃のバリウム検査

胃ペプシノゲン（採血検査）
（胃バリウム検査とセット検診）

採便検査

採血検査

採血検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスセット検査）

採血検査（肝機能検査）

無　  料

無　  料

500円

1,100円

無　  料

500円

500円

500円

500円

500円

100円

対　象　者 内　　容 料　金

※料金…70歳以上、身障手帳１・２級所持者、療育手帳Aのつく方、生活保護受給者は無料です。（受診時、確認できる物をご持参ください。）

肝炎ウイルス検診は
今年度も実施します

65歳以上の方へ
お知らせです♪

対  象

内  容

今年度65歳以上の方

①問診
　心身の機能、生活行為など25項目を伺います
②採血  
　血清アルブミンにより栄養状態を調べます
③医師の診察　（※該当者のみ）

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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◆いたずら電話に注意！  

　例年、市健康増進課･保健センター･健診協会・メディカルセンター等職員を名乗った人から、総合健診や
婦人科がん検診、エイズ検診等に関する問い合わせと称して、たびたびいたずら電話がかかってきていま
す。市からの健診に関する問い合わせの電話は担当の保健師(女性）以外からかかってくることはありませ
んので、ご注意ください。

●申込み期間内でも、定員になり次第締め切らせて頂きますので、お早めにお申込みください。
●小美玉市に住所登録をしている方であれば、どの会場でも受診できます。 
●その他、健診の詳細については順次、広報等でお知らせしていきます。年間予定表にも掲載してあります
　ので ご参照ください。

■日　程

■申込み

地　　区

小　　川 5　月 小川保健相談センター 午前7時 ～ 9時30分
＊30分毎の時間予約制

11日(金）

12日(土）

13日(日）

19日(土）

27日(日）

28日(月）

期　　日 会　　場 受付時間

地　区

昨年度の総合健診を
　　　　受診された方

昨年度の総合健診を
　受診されなかった方

申込み期間（土・日・祝日は除く） 連絡先

4月16日（月）～4月27日（金）

事前に受診券･採便容器などセット一式を郵送しますので申込みは不要です。
それぞれの健診日時は、昨年度の受診状況に基づき通知しますので、あらかじめ
ご了承ください。
＊通知した日程に不都合がある場合は、通知が届き次第ご連絡ください

新たに申込みが必要となります。
小川地区会場を希望する方は、電話等で下記期間内にお申込みください。

小川保健相談センター　☎５８－１４１１小　川

健康増進課（四季健康館内）成人保健係　☎４８－０２２１

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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※漢字表記はバス停の名称
※ひらがな表記は駅名

J
R
常
磐
線

石岡市

霞ヶ浦

鉾田市

行方市

小美玉市

関鉄グリーンバス㈱

鹿島鉄道代替バス路線図
いしおか

たかはま

いしおかみなみだいいしおかみなみだいいしおかみなみだい ひがし
たなか
ひがし
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たなか
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ま
り

し
ん
た
か
は
ま

し
か
む
ら

ひたちおがわ

おがわこうこうした

ももうら

やきまき

はま

た
ま
つ
く
り
ま
ち

た
ま
つ
く
り
ま
ち

た
ま
つ
く
り
ま
ち

えのきもと

かりやどまえ

と
も
え
が
わ

さ
か
ど

ほ
こ
た

石
岡
駅

石
岡
駅

石
岡
駅 兵

崎

石
岡
中
学
校
前

大
谷
津
住
宅
前

大
谷
津

東
光
台
四
丁
目

栗
又
四
ヶ
北

栗
又
四
ヶ

玉
里
中
山

玉
里
運
動
公
園
前
木
ノ
内

玉
里
沼
田

玉
里
北
小
学
校
前 玉

里
辻田
木
谷

南
台
二
丁
目

南
台
二
丁
目

南
台
二
丁
目

南
小
学
校
前

南
小
学
校
前

南
小
学
校
前

せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
入
口

石
岡
運
動
公
園

国府四丁目

小川駅

小川高校下
下馬場下馬場下馬場

沖洲沖洲沖洲

沖洲陸橋

羽生駐在所入口
羽生小学校入口

八木蒔

平須賀

浜野球場入口

浜

玉
造
西
小
学
校
入
口

谷
島玉
造
下
宿

玉
造
庁
舎
前

玉
造
小
学
校
下

玉
造
中
学
校
下

玉
造
中
学
校
前

泉
入
口

泉
東

玉造緑ヶ丘

緑ヶ丘北

玉造工業高校

玉造中山

上山南

上山郵便局前

上
山
論
山

大
峰

借
宿
原

借
宿

借
宿
駐
在
所

新
当
間 新

車
作

坂
戸
中
央

坂
戸 新

道
塔
ヶ
崎

塔
ヶ
崎

鉾
田
駅

玉
造
駅

東石岡三丁目東石岡三丁目東石岡三丁目

県営住宅前県営住宅前県営住宅前

石
岡
商
業
高
校

　鹿島鉄道の廃止に伴い、関鉄グリーンバス（株）の運行による代替バスがスタートします。運行系統、運賃、ダイヤについ
ては、現行の鹿島鉄道の運行を基本に、通学・通勤者などの利便性を考慮したものとなっています。ぜひご利用ください。

鹿島鉄道線代替バスがスタート
～4月 1日から、石岡－鉾田間を運行します～～4月 1日から、石岡－鉾田間を運行します～

●運行系統・運賃設定 ①石岡駅～鉾田駅　②石岡駅～玉造駅　③石岡駅～小川駅　
④石岡駅～南台二丁目～石岡駅（南台団地循環）
⑤鉾田駅～玉造駅　⑥石岡駅～玉造駅（大谷津経由）

◆石岡駅～鉾田駅　1,040円（1,080円）　◆石岡駅～小川駅　390円（370円）
◆石岡駅～玉造駅　710円（670円）
※（　）は鹿島鉄道の運賃です。初乗り運賃は160円（小学生以下は半額）になります。

運行系統図

石
岡
駅

石
岡
中
学
校
前

南
台
二
丁
目

石
岡
運
動
公
園

大
谷
津 石

岡
商
業
高
校

小
川
駅

小
川
高
校
下

玉
造
駅

玉
造
工
業
高
校

上　

山

鉾
田
駅

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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関鉄グリーンバス（株）　石岡営業所  ☎０２９９－２２－３３８４
関鉄グリーンバス（株）　鉾田営業所  ☎０２９１－３３－３１８１
石岡市役所　企画部　企画課  ☎０２９９－２３－１１１１（内線223）

●運行ダイヤ

●代替バスについてのお問い合わせ

※運賃及び運行ダイヤについては、認可申請中のため、実施までに変更になる場合があります。

【上り・石岡方面行き】

鉾田駅

5：50
○   6：10

◎   6：35
○   6：50

7：25

8：20

9：30

10：30

11：40

12：40

14：05

15：10

16：05

16：45

17：45

19：05

◎ 19：50

○ 20：20

6：05
6：25

6：50
7：05

7：40

8：35

9：45

10：45

11：55

12：55

14：20

15：25

16：20

17：00

18：00

19：20

20：05

20：35

6：20
6：40

○   6：45
○   7：05
7：05
7：20

7：55

8：50
9：25
10：00

11：00

12：10

13：10

14：35
15：15
15：40
16：15
16：35

17：15
17：40
18：15

○ 19：15
19：35
20：00
20：20

20：50

6：33

6：58
7：18
7：18
7：33

8：08

9：03
9：38
10：13

11：13

12：23

13：23

14：48
15：28
15：53
16：28
16：48

17：28
17：53
18：28

19：28
19：48
20：13
20：33

21：03

○   5：32
6：10
6：35

7：00
7：20
7：20
7：40

◎   7：40
○   7：55
8：15

○   8：55
9：10
9：40
10：20

◎ 10：55
南台二丁目経由

11：20
南台二丁目経由

12：30
南台二丁目経由

13：30
○ 14：30
14：55
15：30
16：00
16：30
16：55

大谷津経由

17：35
17：55
18：35

◎ 19：15
19：30
19：55
20：15
20：35

大谷津経由

○ 20：50
21：05

5：42
6：20
6：45

7：10
7：30
7：30
7：50
7：50
8：05
8：25
9：05
9：20
9：50
10：30
11：05

○ 11：05
11：30
12：05
12：40
13：05
13：40
14：40
15：05
15：40
16：10
16：40
17：05

◎ 17：12
17：45
18：05
18：45
19：25
19：40
20：05
20：25
20：45
20：57
21：00
21：15

5：55
6：35
7：00

7：25
7：45
7：45
8：05
8：05
8：20
8：40
9：20
9：35
10：05
10：45
11：20

○ 11：20
11：45
12：20
12：55
13：20
13：55
14：55
15：20
15：55
16：25
16：55
17：20
17：25
18：00
18：20
19：00
19：40
19：55
20：20
20：40
21：00
21：10
21：15
21：30

（大谷津直行）

6：27
6：47
7：04
7：32
7：32
7：47
8：09
8：27
8：47
9：27
10：17
10：42
11：05
11：42
12：05
12：42
13：05
13：42
14：07
14：42
15：12
15：42
16：12
16：47
17：12
17：37
18：27
18：27
18：52
18：52
19：17
19：42
19：57
20：17
20：42
20：57
21：37

6：27

6：42
7：02
7：19

7：47
8：02
8：24

9：02
9：42

10：57

11：57

12：57

13：57

14：57
15：27
15：57
16：27
17：02

17：52
18：42
18：42
19：07

19：32
19：57
20：12

20：57

21：52

6：40
○   6：45
7：00
7：20
7：37

8：05
8：20
8：42

9：20
10：00

11：15

12：15

13：15

14：15

15：13
15：45
16：13
16：45
17：20

18：10
19：00
19：00
19：25

19：50
20：15
20：30

21：15

22：10

7：15

7：50
8：12

8：35
8：55
9：17

10：35

11：50

12：50

13：50

14：50

16：20

17：20

18：45

19：35
20：00

20：50
21：05

21：50

22：40

南台団地は経由しません

6：55

7：30
7：47

8：15
8：30
8：52

10：10

11：25

12：25

13：25

14：25

15：55

16：55

18：20

19：10
19：35

20：25
20：40

21：25

22：20

6：25

6：40
7：00
7：17
7：50
7：45
8：00
8：22
8：45
9：00
9：40
10：35
10：55

南台循環（大谷津先回り）

11：55
南台循環（大谷津先回り）

12：55
南台循環（大谷津先回り）

13：55
14：25
14：55
15：25
15：55
16：25
17：00

　　南台循環（南台二丁目先回り）

17：50
18：40
18：40
19：05
19：10
19：30
19：55
20：10
20：35
20：55

　　南台循環（南台二丁目先回り）

21：50

○   6：07

○   6：20
◎   6：40
○   6：57
○   7：25
◎   7：25
○   7：40
8：02

○   8：20
8：40
9：20

◎ 10：10
10：35

○ 11：00
11：35
12：00
12：35
13：00
13：35

○ 14：00
14：35
15：05

○ 15：35
16：05
16：40

◎ 17：05
17：30

○ 18：20
◎ 18：20
○ 18：45
◎ 18：45
19：10

○ 19：35
◎ 19：50
○ 20：10
20：35
20：50
21：30

玉　　造
工業高校 玉造駅 小　川

高校下 小川駅 石　　岡
運動公園

石岡駅
（西口）

石岡駅
（西口）

石　　岡
運動公園 小川駅 小　川

高校下 玉造駅 玉　　造
工業高校 鉾田駅

【下り・鉾田方面行き】

※途中停留所は通過予定時刻です
無印：毎日運行　○印：土日祝日、8/14～8/15、12/30～12/31運休　◎印：土日祝日、8/14～8/15、12/30～12/31運行

（ただし1/1～1/3は特別ダイヤで運行予定）

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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　四季健康館では、毎週火曜日から金曜日まで巡回バスを運行しているところですが、19年度4月3日から
各地区運行曜日が下記のとおり変更になりますのでお知らせします。

変更前（平成18年度）

（火曜日）→竹原地区
（水曜日）→羽鳥地区
（木曜日）→堅倉地区
（金曜日）→納場地区

変更後（平成19年度）

（火曜日）→羽鳥地区
（水曜日）→堅倉地区
（木曜日）→納場地区
（金曜日）→竹原地区

四季健康館 巡回バス運行曜日変更のお知らせ四季健康館 巡回バス運行曜日変更のお知らせ四季健康館 巡回バス運行曜日変更のお知らせ

※各地区のバスの乗車時間は、
　前年同様変更ありません。

四季健康館　☎４８－０２２１【問い合わせ】

　標準小作料は、貸し手・借り手間の小作料契約の目安として、借り手の農業経営の安定をはかることがね
らいであり、今回、小美玉市として改訂を行い、平成19年4月1日から次のように適用になります。
　なお、これから新たに農地の賃貸借をされる方は、この標準小作料を参考に当事者間で話し合い、小作料
を決めてください。

（標準小作料）　　　　　　田（中田）  16,000円（10aあたり）
　　　　　　　　　　　　　（特殊）（れんこん） 34,000円（10aあたり）
　　　　　　　　　　　　畑（中畑）    9,000円（10aあたり）

小作料の標準額が決まりました小作料の標準額が決まりました小作料の標準額が決まりました

　広報「おみたま」10月号においてお願いした標記の活動につきましては、たくさんの皆様のご協力によ
り、大きな成果をあげることができました。
　ここに感謝の意をこめて下記のようにご報告いたします。

　　　　募金総額　872,046円　（平成19年1月末日現在）

　　内　訳
　　　団体数　38団体　　個　人　 738人　      834,490円　　
　　　　　　　　　　　　 募金箱　　　18 　　　37,556円

　上記金額は、常陽銀行を通して全額「茨城県実行委員会」に振り込みました。
このほか、県委員会に直接振り込んだ方もいます。
　なお、「筑波かすみ」は、現在、東京「吉徳」で修復中ですが、6月以降県内数箇所で公開後、再びアメリカへ
送られる予定です。引き続きこの活動へのご協力をお願いいたします。

8月上旬、四季文化館（みの～れ）公開展示が決定いたしました。詳細は後日お知らせいたします。

答礼人形「筑波かすみ」里帰り募金の経過報告答礼人形「筑波かすみ」里帰り募金の経過報告答礼人形「筑波かすみ」里帰り募金の経過報告

農業委員会事務局　☎４８－１１１１　内線 1502【問い合わせ】

問い合わせ先　事務局　福田　☎４７－０５１８

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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　熱気球教室では、熱気球がなぜ飛ぶのか？を勉強しま
す。ミニ気球を自分たちで作ったあと、実際にミニ気球
を飛ばす実験を行います。

と　　き　4月1日（日）午前9時～11時
と  こ  ろ　県立小川高校体育館、校庭
　　　　　（雨天時は体育館のみ）
対　　象　小学生の親子
募集定員　先着30組
参  加  費　無　料
主　　催　常陸小川ライオンズクラブ・美野里ライオンズクラブ
主　　管　百里バルーンクラブ
後　　援　小美玉市教育委員会
申込み・問い合わせ　百里バルーンクラブ代表
　　　　　谷仲　☎58－2652

春休み親子熱気球教室春休み親子熱気球教室春休み親子熱気球教室春休み親子熱気球教室
　親子でかわいらしい『彩玉』と昔なつかしい『カルメ焼
き』を作ってみませんか？

※彩玉とは
ミニ観葉植物の苗にカラフルなヒモを巻いてコケ玉を作り
ます。出来上がった玉はゴルフボール位の大きさですので大
変かわいい観葉植物の出来上がりです。

と　　き　3月31日（土）午前10時～正午
と  こ  ろ　農村女性の家
講　　師　若林　文　雄　先生
　　　　　若林　つかさ　先生
参  加  費　親子で1,000円
募集人数　親子で15組（先着順）
申  込  み　3月23日（金）、28日（水）⇒午前9時～午後5時まで
　　　　　3月24日（土）、27日（火）⇒午前9時～正午まで
　　　　　農村女性の家へ参加費を添えてお申込みください。
問い合わせ　農村女性の家　☎48－1757

彩玉とカルメ焼き作り彩玉とカルメ焼き作り彩玉とカルメ焼き作り彩玉とカルメ焼き作り
あや　  だま

手作り講座

　マジックに興味のある方、チャレンジしてみませんか？
不器用な人も大丈夫、どなたでも簡単に出来ます。

と　　き　毎月第１・３火曜日
　　　　　午後7時30分～9時30分
と  こ  ろ　羽鳥ふれあいセンター
講　　師　勝山　一美　先生
会　　費　月1,000円
問い合わせ　宇都宮　☎46－1019
　　　　　  高　木　☎48－0214

みのりマジッククラブ
会員募集

みのりマジッククラブ
会員募集

みのりマジッククラブ
会員募集

みのりマジッククラブ
会員募集

【発表会】
と　　き　3月31日（土）　午後1時30分
と  こ  ろ　小川文化センター1階会議室2
演奏曲目　さくらさくら、ここに幸あり、風雪流れ旅　など20曲

【無料体験講座】
　貸琴がありますので、お気軽にどうぞ！
と　　き　4月14日（土）、28日（土）、5月12日（土）
　　　　　午後7時30分～9時
と  こ  ろ　小川公民館1階会議室
申込み・問い合わせ　小川大正琴同好会
　　　　　岡安　☎58－1082

大正琴発表会＆
無料体験講座
大正琴発表会＆
無料体験講座
大正琴発表会＆
無料体験講座
大正琴発表会＆
無料体験講座

自主講座

　2月15日発行の「広報おみたま2月号」5ページで、環境課からお知らせしました「高度処理型合併浄化槽設置
補助の申請はお早めに!!」の文章中に、一部誤りがありました。下記のとおり訂正し、皆様にお詫び申し上げます。

（誤）　小美玉市では、生活排水による河川等の水質の汚濁を防ぐため、公共下水道に生活排水を排水できない
　　地域（現在下水道が使えない地域でも事業認可を受けていない地域は対象外となります）において、高度
　　処理型の合併処理浄化槽を設置する方に補助する制度があります。

↓
（正）　上記（　）内の、「事業認可を受けていない地域」を「受けている地域」に訂正。

＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞

環境課　☎４８－１１１１　内線 1143【問い合わせ】

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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と
こ
ろ

　

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　　　　　　
（
6
月
24
日
）

　
　

洞
峰
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　

〒
３
０
５-

０
０
５
１ 

　
　
　
　

つ
く
ば
市
二
の
宮
2
番
地
2

　

②
男
女
ダ
ブ
ル
ス（
7
月
1
日
）

　
　

茎
崎
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　

〒
３
０
０-

１
２
７
３

　
　
　
　
つ
く
ば
市
下
岩
崎
２
１
６
０
番
地
１
０

参
加
資
格

　

①
茨
城
県
内
に
住
所
が
あ
る
方

　

②
59
歳
以
上（ 

昭
和
23
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　

③
69
歳
以
上（ 

昭
和
13
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※ 

参
加
申
込
み
は
ペ
ア
で
申
込
む
こ

と
と
し
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子

ダ
ブ
ル
ス
選
考
会
に
て
代
表
と

な
っ
た
者
は
男
女
ダ
ブ
ル
ス
選
考

会
へ
の
重
複
は
認
め
な
い
。

参
加
費　

1
人　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

 

5
月
31
日（
木
）必
着

　

問
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

　
　
　
　

つ
く
ば
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　

〒
３
０
５-

０
０
１
８

　
　

つ
く
ば
市
金
田
１
９
７
９
番
地 

　
　
　

つ
く
ば
市
高
齢
福
祉
課
内

　
　
　
　

担
当　

板
倉
・
細
谷

　

☎
０
２
９-

８
３
６-

１
１
１
１

　

℻  
０
２
９-

８
５
７-

３
１
３
６

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
考
会
】

と 　

き　

6
月
17
日（
日
）予
定

と
こ
ろ

　

常
陸
太
田
市
西
部
総
合
体
育
館（
予
定
）

参
加
資
格

　

茨
城
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

19
年
度
に
お
い
て
満
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
23
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）

　

 

監
督
1
名
・
選
手
6
人
以
上
8
人
以
内

（
男
女
各
3
人
以
上
）合
計
9
人
以
内

参
加
費　

1
チ
ー
ム　

２
，０
０
０
円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
当
日
持
参
）

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

５
月
31
日（
木
）必
着

　

問
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

　
　
　
　

つ
く
ば
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　

〒
３
０
５-

０
０
１
８

　
　

つ
く
ば
市
金
田
１
９
７
９
番
地

　
　
　

つ
く
ば
市
高
齢
福
祉
課
内

　
　
　
　

担
当　

板
倉
・
細
谷

　

☎
０
２
９-

８
３
６-

１
１
１
１

　

℻  
０
２
９-

８
５
７-

３
１
３
６

【
マ
ラ
ソ
ン
選
考
会
】

　

左
記
の
2
つ
の
い
ず
れ
か
の
大
会

に
参
加
す
る
こ
と

① 

第
27
回
茨
城
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競

技
記
録
会
兼
ス
ポ
レ
ク
大
会
選

考
会
兼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

大
会
選
考
会

と　

き　

4
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

  

開
会
式 

9
時
15
分

と
こ
ろ

　

笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　
　

ひ
た
ち
な
か
市
佐
和
２
１
９
７-

２
８

② 

第
8
回
茨
城
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
兼
ス
ポ
レ
ク
大
会

選
考
会
兼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

大
会
選
考
会

と　

き　

5
月
13
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　

  

開
会
式 

9
時

と
こ
ろ

　

石
岡
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場 

　
　

石
岡
市
南
台
３-

３
４-

１

参
加
資
格

　

茨
城
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

19
年
度
に
お
い
て
満
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
23
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）で
、
茨
城
マ
ス
タ
ー
ズ
陸

上
競
技
連
盟
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。（
未
登
録
の
方
は
、
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

競
技
種
別　

70
歳
未
満（
男
・
女
）　

　
　
　
　
　

70
歳
以
上（
男
・
女
）

　
　
　
　
　

３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞

費　

用

　

登
録
料
：
４
，０
０
０
円（
年
間
）

　

参
加
料
：
4
月
の
大
会 

２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

5
月
の
大
会 

３
，０
０
０
円

申
込
方
法　

 

登
録
後
配
布
さ
れ
る
要

項
に
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切

　

4
月
の
大
会
…
3
月
31
日（
土
）

　

5
月
の
大
会
…
4
月
20
日（
金
）

　

問
茨
城
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

敏
力

　

〒
３
１
５-

０
０
４
４

　
　

石
岡
市
北
根
本
４
８
１-
３

　

☎
・
℻  
０
２
９
９-

２
３-

２
４
５
１

【
な
ぎ
な
た
選
考
会
】

と　

き　

5
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

  

開
会　

9
時
30
分

と
こ
ろ

　

常
陸
大
宮
市
西
部
総
合
運
動
公
園
体
育
館

　
　

常
陸
大
宮
市
工
業
団
地
25
番
地

参
加
資
格

　

茨
城
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

19
年
度
に
お
い
て
満
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
23
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）

参
加
費　

1
人　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
昼
食
代
を
含
む
）

※
当
日
受
付
で
徴
収

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

4
月
19
日（
木
）

　

問
茨
城
県
な
ぎ
な
た
連
盟

　

 

〒
３
１
０-

０
０
６
１

　
　

水
戸
市
北
見
町
２-

２
６

　
　
　
（
財
）水
戸
東
武
館
内

　
　
　
　
　

担
当　

寺
門　

喜
世
子  

　

☎
０
２
９-

２
７
３-

０
３
５
３

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
考
会
】

と　

き

　

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
59
歳
以
上
）

　
　

女
子
ダ
ブ
ル
ス（
59
歳
以
上
）

　
　

6
月
24
日（
日
）

　
　
　

受　

付　

8
時
30
分

　
　
　

開
会
式　

9
時

   

② 

男
女
ダ
ブ
ル
ス（
混
合
：
男
子

69
歳
以
上
、
女
子
59
歳
以
上
）

　
　

7
月
1
日（
日
）

　
　
　

受　

付　

8
時
30
分

　
　
　

開
会
式　

9
時

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
代
表
選
考
会

申

申

申

申

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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募
集
句
受
付
期
間　

4
月
2
日（
月
）〜
5
月
31
日（
木
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

※ 

海
外
か
ら
の
作
品
は
期
間
内
必
着

と
し
ま
す
。

応
募
方
法

　
「
専
用
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
は

が
き
」（
コ
ピ
ー
可
）も
し
く
は
、
同

様
の
内
容
を
記
載
し
た
『
は
が
き
』

に
未
発
表
作
品
1
人
2
句
以
内
（
当

季
雑
詠
）、
住
所
・
氏
名
ま
た
は
俳

号（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
等
必
要
事
項
を
明
記
し
、
下

記
の
送
付
先
ま
で
投
句
し
て
く
だ
さ

い
。
投
句
料
無
料
。

部　

門

　

高
齢
者
の
部

　
　

60
歳
以
上

　　　　　　
（ 

昭
和
23
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

　

一
般
の
部

　
　

右
記
以
外
の
人

　　　　　　
（ 

生
年
月
日
の
記
入
が
な
い

も
の
は
、
一
般
の
部
と
し

て
扱
う
。）

選　

者　

 

今
井
杏
太
郎
・
落
合
水
尾
・

三
田
き
え
子
・
稲
畑
汀
子
・

稲
岡
長
・
今
井
千
鶴
子
・

倉
橋
羊
村
・
村
井
和
一
・

森
下
草
城
子
・
今
瀬
剛
一

賞
　

正
賞
及
び
准
賞

　
　
（
高
齢
の
部
・
一
般
の
部
）選
者
特
選
賞

※ 

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
希
望
の
方
は

実
行
委
員
会
事
務
局
へ
申
込
み
す

る
か
、
北
茨
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
俳
句
交
流
大
会
】

　

11
月
11
日（
日
）

日　

程

　

午
前
の
部
（
午
前
9
時
〜
11
時
）

　
　
　
　
　
　

大
津
町
五
浦
周
辺
の
吟
行

　

午
後
の
部
（ 

午
前
11
時
30
分
〜　

　

午
後
4
時
30
分
）

講
演
と
発
表
・
表
彰
・

選
評

当
日
投
句

　

締
切　

 

午
前
11
時
30
分
、
年
齢
区

分
な
し
、
1
人
2
句
以
内

（
嘱
目
）、
無
料

会　

場

　

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
白
浜

　
　
　
　
　
　
　
（
関
南
町
神
岡
下
）

　
　

J
R
常
磐
線
大
津
港
駅
下
車

記
念
講
演

　

講
師　

山
崎
ひ
さ
を

　
　
　

 〔（
社
）
俳
人
協
会
副
会
長
〕

当
日
選
者　

 

今
井
杏
太
郎
・
落
合
水
尾
・

三
田
き
え
子
・
大
久
保
白
村
・

稲
畑
廣
太
郎
・
安
原
葉
・

　
　
　
　
　

金
丸
鐵
蕉
・
齋
田
鳳
子
・

　
　
　
　
　

 

嶋
崎
専
城
・
嶋
田
麻
紀
・

　
　
　
　
　

山
崎
聰
・
田
中
不
鳴
・

　
　
　
　
　

安
西
篤
・
青
木
啓
泰
・

　
　
　
　
　

今
瀬
剛
一
・
今
橋
眞
理
子
・

　
　
　
　
　

梅
原
昭
男

賞
　

選
者
特
選
賞
・
正
賞
・
准
賞

　

大
会
会
長
特
賞

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

北
茨
城
市
実
行
委
員
会

（
北
茨
城
市
高
齢
福
祉
課
内
）

　

〒
３
１
９-

１
５
９
２ 

　

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
６
３
０      

　

☎
０
２
９
３-

４
３-

１
１
１
１  

　

℻   

０
２
９
３-

３
０-

１
４
０
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://www.city-kitaibaraki.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　

 nenrin/top.htm
l

　
　
『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
』

　
　
　
　
　
　
　

俳
句
交
流
大
会
作
品
募
集

開
講
場
所

　

中
央
校　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

 　
　
　
　
　

  

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
他

　

県
北
校　

常
陸
太
田
市
小
島
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
２
６
３-

１

　
　
　
　
　

 

常
陸
太
田
市
「
工
芸
交
流
セ
ン
タ
ー
楓
」
他

講
座
内
容

　

共
通
講
座
（
一
般
教
養
）

　
　
　
　
　
　

8
日
間　

28
時
間

　

選
択
講
座

　
　

中
央
校　

 

歴
史
・
絵
画
・
陶
芸
・
園
芸
か
ら

　
　
　
　
　
　

1
科
目
選
択 

18
日
間　

72
時
間

　
　

県
北
校　

 

歴
史
・
絵
画
・
陶
芸
か
ら

　
　
　
　
　
　

1
科
目
選
択 

18
日
間　

72
時
間

　
　
　
　
　
　

合
計
26
日
間　

１
０
０
時
間

対
象
者   

県
内
に
居
住
す
る
概
ね
60
歳
以
上
の
方

募
集
期
間　

4
月
2
日（
月
）〜
4
月
27
日（
金
）ま
で

　
　
　
　
　

※
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法

　

 

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
茨
城
わ

く
わ
く
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
又
は
F
A
X
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

※ 

申
込
用
紙
は
介
護
福
祉
課（
四
季
健
康
館
内
）に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
。

問
社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー（
担
当
：
岡
崎
）

　

〒
３
１
０-

８
５
８
６

　
　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

　
　
　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
内

　

☎
０
２
９-

２
４
３-

８わ

く

わ

く

９
８
９

　

℻  
０
２
９-

２
４
４-

４よ

ろ

こ

ぶ

６
５
２

　

E
メ
ー
ル

　
　

info@
w
akuw

aku.or.jp

「茨城わくわく学園生きがい創造課程」「茨城わくわく学園生きがい創造課程」
中央校および県北校受講者募集中央校および県北校受講者募集

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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社
会
福
祉
協
議
会
玉
里
本
所

　

☎
３
７-

１
５
５
１

　

4
月
13
日　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

※
社
会
福
祉
協
議
会
小
川
支
所

　

☎
５
８-

５
１
０
２

　

4
月
18
日　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
美
野
里
支
所

　
　
　
　
　
　
　
（
四
季
健
康
館
内
） 

　

☎
３
６-

７
３
３
０ 

　

4
月
25
日

　
　

※
社
会
福
祉
協
議
会
玉
里
本
所

　

☎
３
７-

１
５
５
１

　

人
事
院
・
法
務
省
で
は
、
法
務
教

官
募
集
の
た
め
の
採
用
試
験
を
左
記

の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

　

⒈
昭
和
53
年
4
月
2
日
〜

　
　
　

昭
和
61
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

　

⒉ 

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降

　
　
　

  

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　

① 

大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

20
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
並
び
に
人
事
院
が

こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

　
　

② 

短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
者
及
び
平
成
20
年
3
月
ま

で
に
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
並
び
に

人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　
　

③ 

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
教

官
A
は
男
子
、
教
官
B
は
女
子
に
限
る

職
務
概
要

　

少
年
院
及
び
少
年
鑑
別
所
の
職
員

と
し
て
非
行
少
年
へ
の
指
導
・
教
育
等

第
1
次
試
験
日（
筆
記
試
験
）6
月
10
日

第
1
次
試
験
地 

関
東
地
方
は
東
京
都

　
（
そ
の
他
11
の
主
要
都
市
）

受
付
期
間　

4
月
2
日
〜
4
月
13
日

問
水
府
学
院

　

☎
０
２
９-

２
９
２-

０
０
５
４

　

水
戸
少
年
鑑
別
所

　

☎
０
２
９-

２
５
１-

３
０
３
８

　

法
務
省
東
京
矯
正
管
区
職
員
課

　

☎
０
４
８-

６
０
０-

１
５
０
２

受
験
資
格

　

⒈
昭
和
53
年
4
月
2
日
〜

　
　
　

昭
和
61
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

　

⒉ 

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降

　
　
　
　

  

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者 

　
　

① 

大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

平
成
20
年
3
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
　

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

申
込
受
付
期
間

　

4
月
2
日
〜
4
月
13
日

　
（
4
月
13
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

試
験
日　

第
1
次
試
験
日　

6
月
10
日

　
　
　
　

第
2
次
試
験
日

　
　
　
　
　
　

 

（
第
1
次
試
験
合
格
者
）

           

7
月
24
日
、
7
月
25
日
の

　
　
　
　

指
定
さ
れ
た
1
日

問
茨
城
労
働
局
総
務
課

　

☎
０
２
９-

２
２
４-

６
２
１
１

受
付
期
間　

4
月
9
日（
月
）ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

　

一
般
：
18
歳
以
上 

34
歳
未
満
の
者

　

技
能
： 

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
る
53
〜
55
歳
未
満

処　

遇　

教
育
訓
練
招
集
手
当

　
　
　
　

日
額
７
，
９
０
０
円

教
育
訓
練
日
数

　

一
般　

50
日
／
3
年
以
内

　

技
能　

10
日
／
2
年
以
内

教
育
訓
練
場
所　

神
奈
川
県
横
須
賀
市

試
験
期
日

　

一
般　

4
月
14
日（
土
）

　

技
能　

4
月
14
日（
土
）〜
16
日（
月
）

　
　
　
　

  

の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ

　
　
　
　

 

れ
ま
す
。

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

百
里
募
集
事
務
所

　

☎
５
２-

１
３
６
６

と　

き  

4
月
15
日（
日
）

　　　　　　　　　　　　　　
午
後
1
時
〜
3
時

と
こ
ろ

　

水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館
2
階

　

☎
０
２
９-

３
０
９-

１
０
０
１

内　

容

　

① 

講
演「
人
工
肛
門 

人
工
膀
胱
保
有

者
の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会
」

　

②
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
・
説
明

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

4
月
10
日

　

※
車
は
会
場
隣
接
の
市
営
駐
車
場
に

　　
問（
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
　

茨
城
県
支
部
事
務
局　

長
谷
川

　

☎
・
℻  
０
２
９
３-

２
２-

５
２
４
２

　

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

※ 

は
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

4
月
4
日　

午
後
1
時
〜
4
時

4月1日・8日・15日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分

日

1

8

15

4月1日・7日・8日・14日・15日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
4月4月4月 4月4月4月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

外　　　科

関クリニック （石岡市） ☎(23)8300 

府中クリニック （石岡市） ☎(22)2146 

斉藤病院 （石岡市） ☎(26)2131 

申

予
備
自
衛
官
募
集

　
一
般
・
技
能
・
予
備
自
衛
官
補

法
務
教
官
募
集

労
働
基
準
監
督
官
募
集

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

心
配
ご
と
相
談

霞
台
厚
生
施
設
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

⒈
粗
大
ご
み
特
別
搬
入
受
付
日

　
　
　
　
　
　
　

の
改
正
に
つ
い
て

　

霞
台
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
特
別
搬
入
受
付
日
と
し
て
毎
月

第
1
日
曜
日
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
19
年
4
月
よ
り
受
付

を
廃
止
し
ま
す
。

　

受
付
日
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
含
む
）の
搬
入
受
付
と
な
り

ま
す
。

⒉
休
館
日
の
改
正
に
つ
い
て

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー「
白
雲
荘
」

の
休
館
日
が
平
成
19
年
4
月
よ
り
変

わ
り
ま
す
。

　

休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
及
び
第

2
・
3
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

問
霞
台
厚
生
施
設
組
合  

環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６-

０
２
４
６

問
霞
台
厚
生
施
設
組
合

　
　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
白
雲
荘

　

☎
２
６-

４
１
２
６

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

ボ
タ
ン
一
つ
を
押
せ
ば
事
足
る
便
利
さ
も
老
い
に
馴
染
め
ず
戸
迷
ひ
て
い
る　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

棚
引
く
は
野
火
の
煙
か
夕
も
や
か
玉
里
の
田
の
面も

丘
よ
り
望
む　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

山
茶
花
の
は
な
庭
石
に
竜
の
髭ひ

げ

に
散
り
ぼ
ふ
ま
昼
二
通
の
訃
報　
　
　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

幼
ら
に
み
か
ん
ひ
と
つ
を
わ
か
ち
や
れ
ば「
お
ん
な
じ
お
な
じ
」と
言
ひ
て
は
笑
ふ　

中　

根　

良　

子

　

師
走
半
ば
の
枝
垂
桜
の
小
さ
き
花
色
薄
く
し
て
風
に
揺
れ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

吹
き
た
ま
る
落
葉
を
踏
み
て
山
里
の
遊
歩
道
ゆ
く
妻
と
二
人
で　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

故
郷
の
味
の
詰
ま
り
し
荷
の
届
き
義は

は母
の
気
遣
い
た
だ
有
難
し　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

窓
際
に
カ
ニ
シ
ャ
ボ
テ
ン
の
花
咲
き
て
淡
き
ピ
ン
ク
に
心
な
ご
み
ぬ　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

　

病
い
も
つ
わ
れ
を
見
つ
め
る
友
達
よ
笑
顔
や
さ
し
く
導
き
く
れ
る　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

夏　

江

　

音
ひ
と
つ
な
き
秋
の
午
後
悠
然
と
猫
踏
切
を
渡
り
ゆ
き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

野　

年　

雄

　

 　みの
り
短
歌
教
室

　

立
ち
上
が
り
な
す
べ
き
事
を
忘
れ
い
る
六
十
九
歳
わ
れ
の
日
常　
　
　
　
　
　
　
　

武　

藤　

節　

子

　
「
か
な
展
」を
終
え
て
師
走
と
急せ

き
つ
つ
も
な
お
来
る
年
も
か
く
て
あ
り
た
し　
　
　

石　

崎　

絹　

子

　

地
を
な
め
る
如
く
に
草
を
引
く
老
女
一
人
の
畑
に
冬
日
あ
ま
ね
し　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

知　

子

　

五
十
年
庭
の
央な

か

ば
の
霧
島
つ
つ
じ
雪
な
き
冬
に
花
芽
少
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

田　

き　

よ

　

天あ
ま
か翔
け
る
デ
ィ
ー
プ
の
雄
姿
讃
え
つ
つ
己し

が
役
職
の
退
き
ど
き
想
う　
　
　
　
　
　

福　

田　

智　

子

玉
里
短
歌
会

　

九
十
五
年
の
生
涯
の
祖
父
に
肖あ

や
か

る
べ
く
先
づ
健
康
と
竹
ぶ
み
は
じ
む　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清 

　

七
五
三
迎
え
し
孫
は
振
袖
の
舞
い
子
姿
に
恥
じ
ら
い
を
見
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ

　

明
暗
を
分
け
る
「
命
」
と
書
く
年
始
老
ゆ
れ
ば
筆
の
重
さ
覚
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信 

　

見
習
う
つ
も
り
の
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
青
島
幸
男
よ
な
ぜ
急せ

き
て
逝
く　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子 

　

フ
セ
イ
ン
の
死
刑
執
行
電
光
板
に
流
れ
無
表
情
に
人
等ら

ゆ
き
交
う　
　
　
　
　
　
　

藤　

田　
　
　

久

寄
稿

　

諍
い
し
友
の
背
ホ
ー
ム
の
端
に
見
ゆ
凛
と
立
ち
お
り
電
車
来
る
ま
で　
　
　
　
　
　

上　

野　

和　

子

小
川
俳
句
会

　

季
ま
ぐ
れ
の
老
梅
燥は

し
ゃ

ぐ
峡さ

や

の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

雑
談
に
暮
る
る
を
忘
れ
春
炬こ

た

つ燵　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

女
体
山
眼
下
の
町
は
春
が
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

同
窓
の
顔
浮
べ
つ
つ
春
立
て
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

春
浅
し
山
河
目
ざ
め
る
日
和
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

　

冬
天
へ
ピ
ア
ス
の
漢

お
と
こ

足
場
組
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸　

田　

笙　

子

　

狭
庭
に
も
夢
の
ふ
く
ら
む
春
の
土　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

　

孫
と
爺
ひ
と
部
屋
ご
と
に
福
は
内　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

火
の
神
の
社

や
し
ろ
や
ま山
背
に
冬
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

鶴
折
り
て
翔
つ
こ
と
願
ふ
受
験
の
子　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

み
の
り
俳
句
会　

　

春
め
き
て
心
い
つ
し
か
農
へ
向
く　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

　

梅
の
香
に
ふ
と
物
干
す
手
止
め
に
け
り　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

　

さ
く
ば
く
の
庭
に
お
も
と
の
実
の
赤
き　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

水　

枝

　

吠
え
る
こ
と
忘
れ
て
犬
の
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

み
つ
ぎ

　

旧
友
の
思
ひ
が
け
な
い
梅
便
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

輝　

子

欅
の
会

　

笹さ
さ
な
き鳴
の
此こ

こ処
よ
こ
こ
よ
と
遠
ざ
か
る　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

あ　

さ

　

音
の
無
き
崩
れ
二
月
の
橋
の
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

枯
葉
舞
う
図
書
館
裏
の
茜あ

か
ね
ぐ
も雲　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

ミ
ニ
ニ
ン
ジ
ン
味
し
み
渡
る
朝
ぼ
ら
け　
　
　
　
　
　

岡　

島　
　
　

進

　

紅
梅
や
発た

つ
日
の
早
き
匂
い
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
会

　

ご
隠
居
と
い
は
れ
て
久
し
小あ

ず
き
が
ゆ

豆
粥　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

不
器
用
に
生
き
て
還
暦
大お

お
あ
し
た旦　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音

　

大
寒
や
常
陸
総
社
の
杜も

り
す
が清
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

観
音
の
頬
に
紅
差
す
初
日
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

春
め
け
る
風
の
揺
す
り
し
濯そ

そ

ぎ
物　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
習
い
始
め
た
と
い
う
賀
状　
　
　
　

高　

橋　

正　

治

　

愛あ
い
び
ょ
う猫
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
て
賀
状
読
む　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

森　

俊

　

除
夜
の
鐘
余
韻
嫋じ

ょ
う
じ
ょ
う々

耳じ

だ朶
に
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

白
き
足た

び袋
ち
ら
り
浮
か
せ
て
巫み

こ女
の
舞
う　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

神こ
う
ご
う々

し
見
慣
れ
し
筑
波
今
朝
の
春　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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①41分11秒　百里ランニングクラブ A
　井坂　安博・鈴木　幸範・馬場　裕一
　庄山　武臣・渡邊　大樹・内田　正直
②43分36秒　美野里中野球部 A
③43分39秒　美野里クラブ
④44分01秒　百里ランニングクラブ B
⑤44分11秒　美野里中サッカー部 A
⑥44分42秒　小美玉市役所 A

①36分00秒　羽鳥ミニバス A
　嶋﨑　愛咲美・中村　美翔・片岡　里歩
　長谷川　咲・桜井　美幸・小田部　麻理奈
②37分02秒　羽鳥小学校 B
③37分17秒　セレソンSSS　なでしこ
④39分06秒　羽鳥小学校 A
⑤39分33秒　羽鳥ミニバス B
⑥40分33秒　美野里空手道女子

1区　井 坂　安 博（百里ランニングクラブＡ）  8分14秒
2区　海老沢  幸佑（美野里中野球部Ｂ）　　   5分01秒
3区　柴 沼　利 之（美野里クラブ）　　　　　 8分47秒
4区　庄 山　武 臣（百里ランニングクラブＡ）  4分57秒
5区　比 気　龍 司（小美玉市役所Ａ）　　　  8分14秒
6区　内 田　正 直（百里ランニングクラブＡ）  5分07秒

①48分33秒　花館
　中田　俊夫・小島　慎一・青木　雄二郎
　鶴田　有次・藤枝　修二・立崎　広幸
②49分32秒　こいわと
③50分22秒　北浦 A
④51分00秒　羽鳥
⑤51分41秒　花野井
⑥51分58秒　先後

①32分31秒　美野里中女子バスケットボール部 A
　加藤　翠・鶴井　美和・長谷川　蘭
　市村　望・木名瀬　有希・鈴木　恵梨華
②33分49秒　美野里中陸上部 A
③34分07秒　美野里中陸上部 B
④34分09秒　美野里中女子バスケットボール部 B
⑤37分16秒　美野里中女子バスケットボール部 C
⑥38分29秒　美野里中陸上部 C

1区　中 田　俊 夫（花　  館）　   9分27秒
2区　木 村　信 広（北 浦 Ａ）　   5分28秒
3区　橋 本　健 一（羽　  鳥）　   8分18秒
4区　鶴 田　有 次（花　  館）　   5分30秒
5区　関　　 秀 樹（こいわと）　 10分22秒
6区　桜 井　孝 行（五 万 堀）　   5分35秒

①32分01秒　みのりミニバスＡ
　木下　祐一・森田　一希・鈴木　智芳
　豊田　光弥・君山　尚吾・大野　健太
②32分28秒　セレソンSSS  U－12
③32分32秒　小川ジュべ二ールＡ
④32分43秒　玉里少年サッカークラブA
⑤33分31秒　羽鳥SSS  A
⑥33分55秒　美野里スラッガーズ  A

①42分17秒　納場小SSS  美人ママ
　清水　仁見・鈴木　愛・増田　馨
　田中　まゆみ・加藤木　朱美
　山本　久美子

1区　小野木　  俊（与沢百里）　　　　　  6分11秒
2区　山 本　義 樹（小川ジュベニール A）　 4分00秒
3区　鈴 木　智 芳（みのりミニバス A）　　 5分29秒
4区　田 村　祐 大（セレソンSSS  U－12）　6分01秒
5区　君 山　尚 吾（みのりミニバス A）　　 3分56秒
6区　新居見 拓 人（小川ジュべニール A）　5分28秒

1区　嶋﨑  愛咲美（羽鳥ミニバスＡ）　　　  7分37秒
2区　桧 山　胡 桃（セレソンSSS  なでしこ）　4分22秒
3区　樫村   ひかり（セレソンSSS  なでしこ）　6分15秒
4区　長谷川　  咲（羽鳥ミニバスＡ）　　　  6分38秒
5区　桜 井　美 幸（羽鳥ミニバスＡ）　　　  4分37秒
6区　金 田　彩 花（羽鳥小学校Ｂ）　　　　 5分57秒

1区　加 藤　　 翠（美野里中女子バスケットボール部Ａ）  6分42秒
2区　小 野　優 子（美野里中女子バスケットボール部Ｂ）  4分00秒
　　  岡 野　瑞 紀（美野里中陸上部Ａ）　　　　　　　　4分00秒
3区　長谷川　  蘭（美野里中女子バスケットボール部Ａ）  5分56秒
4区　市 村　　 望（美野里中女子バスケットボール部Ａ）  6分00秒
5区　木名瀬  有希（美野里中女子バスケットボール部Ａ）  4分04秒
6区　鈴木  恵梨華（美野里中女子バスケットボール部Ａ）  5分40秒

　2月4日、四季の里前通りを利用して、第1回小美玉市駅伝大会が
開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、みんなの期待をタスキにかけた選手たち
が元気いっぱい区間を走りぬきました。沿道にはたくさんの人が駆け
つけ選手たちに声援をおくっていました。
　大会の後は、四季文化館（みの～れ）にて表彰式が行われました。
また、平成18年度のスポーツ優秀選手・スポーツ優秀団体表彰式
も行われました。
　駅伝大会の結果、スポーツ優秀選手・スポーツ優秀団体表彰者
は次の通りです。（敬称略）

駅 伝 大 会

一般男子の部（32チーム参加）

区間賞

小学女子の部（6チーム参加）

一般男子の部

各行政区の部（10チーム参加）

学生女子の部（7チーム参加）

各行政区の部

小学男子の部（28チーム参加）

一般女子の部（1チーム参加）

小学男子の部

小学女子の部 学生女子の部

平成 19年 3月 15日　広報おみたま
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個人の部

スポーツ優秀選手・スポーツ優秀団体表彰者

No 氏　　名 大 会 名

No 氏　　名 大 会 名

No 氏　　名 大 会 名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

加納　省吾
谷田　泰昭
坂本　陽子
浅野　　涼
高橋　茂夫
久保田美貴
内村　幸蔵

脇薗　エメルソンナオタケ
岩崎　太郎
村田　捺輝
長谷川　彰
森　　智規
森　　拓也
田嶋　泰治
中山　恭介
田嶋　秀安
谷川　公祥
谷川　史恭
粟野優衣子
粟野　優作
関口　桜花
関口　瑞姫
河本　晴香

2006少林寺全国大会in北海道
2006少林寺全国大会in北海道
平成18年度全日本卓球選手権大会
平成17年度全日本卓球選手権大会
ねんりんピック2006　ゲートボール交流大会
第6回全国障害者スポーツ大会（卓球）
第6回全国障害者スポーツ大会（陸上）
第6回全国障害者スポーツ大会（陸上）
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
第49回小学生・中学生全国空手道選手権大会
2006B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006B&G全国ジュニア水泳競技大会

1

2

小川イーグルシニア

美野里ビサイレンツ

第20回全国シニアソフトボール大会

第11回全日本エルダーソフトボール大会

24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

河本　順紀
佐藤　諒弥
坂戸ひより
樫村ひかり
神谷　幸夫
金塚小百合
山田　　雅
瀬川　孝志
吉澤　賢一
加藤真由美
和田由美子
井坂　　匠
小林　正太
平本真奈美
沼田ほあし
武田　晴美
日下　望美
本多真佑美
中村真由美
矢口　裕美
保田　友美
滑川　慶一

2006 B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006 B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006 B&G全国ジュニア水泳競技大会
2006 B&G全国ジュニア水泳競技大会
第57回日本実業団水泳競技大会
日清食品カップ第22回全国小学生陸上競技交流会
日本スポーツマスターズ2006（ソフトボール）
第48回全日本社会人バドミントン大会
第48回全日本社会人バドミントン大会
第54回全国青年大会　（女子1500Ｍ）
第19回都道府県対抗全日本マスターズ駅伝大会
第22回全日本硬式空手道選手権大会
第22回全日本硬式空手道選手権大会
第22回全日本硬式空手道選手権大会
第９回スポーツクライミング競技JOCジュニアオリンピックカップ全国大会
ソニー生命カップ第28回全国レディース大会
平成18年度全国高等学校総合体育大会（陸上）
平成18年度全国高等学校総合体育大会（弓道）
平成18年度全国高等学校総合体育大会（弓道）
平成18年度全国高等学校総合体育大会（弓道）
平成18年度全国高等学校総合体育大会（弓道）
第1回K－Ball　全国中学生秋季野球大会

団体の部

　

第
1
回
小
美
玉
市
近
郊
中
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

大
会
が
、
小
美
玉
市
教
育
委
員
会
及
び
小
美
玉
市
教
育
研

究
会
の
主
催
で
、
2
月
17
日
に
、
小
川
北
中
学
校
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
学
校
の
技
術
・
家
庭
科
で
学
習
し

た
も
の
づ
く
り
の
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、
自
ら
製
作

し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
得
点
を
競
う

も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
、
互
い
の
工
夫
点
や
機
能
性
な
ど

を
学
び
あ
っ
た
り
、
他
校
の
生
徒
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
36
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

そ
の
中
で
も
、小
川
北
中
学
校
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
健
闘
し
て
、

A
2
部
門（
ど
き
ど
き
タ
ワ
ー
競
技
）で
第
3
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

小
美
玉
市
近
郊
中
学
校

　

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
大
会

広報おみたま　平成 19年 3月 15日
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の
成
木
の
剪
定
を
実
際
に
行
い
ま

し
た
。

　

2
月
27
日
に
は
水
戸
地
域
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
を
招
聘
し
、

会
員
の
圃
場
に
て
植
付
け
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

今
後
実
際
に
自
分
の
圃
場
に
植
付
け

作
業
や
剪
定
作
業
を
行
っ
て
い
き
、

数
年
後
の
収
穫
に
備
え
ま
す
。

　

会
長
の
上
田
稔
さ
ん
は
、「
今
年

度
は
新
た
な
会
員
も
増
え
、
今
後
も

積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

将
来
的
に
は
、
小
美
玉
市
の
新
た
な

特
産
物
と
な
る
よ
う
会
員
自
ら
意
欲

的
に
生
産
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社
と

連
携
し
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
用
し
た

新
商
品
の
開
発
や
、
地
元
直
売
所
で

の
販
売
な
ど
に
よ
り
、
地
元
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

2
月
9
日
、
県
庁
第
一
応
接
室

に
お
い
て
消
防
功
労
者
知
事
表
彰

の
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、
長
島

正
文
小
美
玉
市
連
合
消
防
団
長
が

功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
功
労
章
は
、
多
年
災
害
現

場
に
お
い
て
消
防
業
務
に
精
励
し

指
揮
者
と
し
て
功
績
顕
著
な
消
防

団
長
ま
た
は
消
防
長
に
対
し
知
事

が
表
彰
す
る
も
の
で
、
本
年
は
県

内
15
名
の
消
防
団
長
及
び
消
防
長

が
受
章
し
ま
し
た
。

　

1
月
17
日
、
東
京
都
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
第
47
回
交
通
安
全

国
民
運
動
中
央
大
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
な
か
で
小
川
南
中
学
校

が
交
通
安
全
優
良
学
校
を
受
賞
し

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
優
良
学
校
と
は
交
通

安
全
教
育
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
教
育

と
交
通
事
故
防
止
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
学
校
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
小
美
玉

市
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
者
連
絡
会
議

（
上
田
稔
会
長
）が
、
2
月
16
日
、
視

察
研
修
に
つ
く
ば
市
の
鈴
木
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
農
園
と
市
内
の
加
工
業
者
美

野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社
、
美
野
里

シ
ビ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
で
は
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
作
付
け
暦
30
年
の

鈴
木
氏
に
圃
場
の
説
明
か
ら
苗
木
の

植
付
け
、
剪
定
な
ど
の
熱
心
な
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
美
野
里
ふ
る
さ
と

食
品
公
社
で
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
生
産

ラ
イ
ン
な
ど
を
視
察
し
、
そ
の
後
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ェ

ラ
ー
ト
な
ど
の
試
食
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
美
野
里
シ
ビ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
で
は
園
内
に
あ
る
樹
齢
10
数
年

消
防
功
労
者
知
事
表
彰

交
通
安
全
優
良
学
校
受
賞

小
美
玉
市

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
者

　
　

連
絡
会
議
の
研
修

叙
勲
受
章

　
（
故
）久
保
田
清
さ
ん
に
、
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
さ
ん
は
5
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
小
川
町
議
会
議
員
と

し
て
、
広
く
住
民
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
保
田
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

3
月
3
日
、
玉
里
運
動
公
園
農
産

物
直
売
所
に
て
、
直
売
所
イ
ベ
ン
ト

セ
ー
ル
「
た
ま
り
魔
女
B
a
r 

ひ

な
ま
つ
り
セ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
セ
ー
ル
は
、
同

直
売
所
運
営
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
玉

里
商
工
会
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
も

の
で
、
小
春
日
和
の
中
、
会
場
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。                

　

地
元
産
の
と
れ
た
て
新
鮮
野
菜
、

美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
こ
だ
わ
り
ク
ッ
キ
ー
の
販
売

や
、
チ
ー
ズ
と
パ
ン
プ
キ
ン
の
手
作

り
ケ
ー
キ
の
試
食
の
ほ
か
、
ひ
な
ま

つ
り
に
ち
な
み
、
桜
餅
、
じ
ゃ
が
バ

タ
ー
の
配
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

※ 

玉
里
運
動
公
園
農
産
物
直
売
所

は
、毎
週
水
曜
日
の
夕
市（
時
間
：

午
後
3
時
か
ら
）と
土
曜
日
の
朝

市
（
時
間
：
午
前
8
時
か
ら
）が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鈴木氏（中央）の説明に聞き入る会員の皆さん

美野里シビックガーデンでの剪定作業

た
ま
り
魔
女
B
a
r 

ひ
な
ま
つ
り
セ
ー
ル

多くの来場者で賑わいをみせる会場の様子
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2
月
9
日
、
美
野
里
中
学
校
の
2

年
生
が
市
内
数
箇
所
に
分
か
れ
、
奉

仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
袋
を

片
手
に
空
き
缶
や
瓶
、
紙
類
な
ど
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
奉
仕
作
業
は
先
日
行
わ
れ

た
立
志
の
集
い
を
受
け
て
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
が
進
ん
で
社
会
生
活
へ
の

参
加
が
図
れ
る
こ
と
、
環
境
美
化
の

大
切
さ
や
地
域
社
会
と
の
共
存
を
考

え
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
一
致
協

力
し
て
奉
仕
作
業
を
行
い
、
授
業
で

は
学
べ
な
い
豊
か
な
人
間
性
、
社
会

性
を
育
む
と
同
時
に
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
に
奉
仕
で
き
る
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
川
北
中
学
校
で
は
、
校
内
緑
化

運
動
を
進
め
て
お
り
、
2
月
23
日
、

小
川
総
合
支
所
や
小
川
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
花
を
植
え

た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
、「
花
い
っ
ぱ

い
の
小
美
玉
市
」
や
本
市
の
教
育
目

標
で
あ
る
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
」な
ど
、思
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

2
月
23
日
、
玉
里
消
防
署
に
高
規

格
救
急
自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
小
美
玉
市
す
べ
て
の
消
防

署
に
高
規
格
救
急
自
動
車
が
配
備
さ

れ
、
住
民
全
体
に
均
等
な
救
急
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
高
規
格
救
急

自
動
車
は
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た

最
新
型
で
あ
り
、
器
材
も
最
新
型
の

も
の
を
積
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
小
美
玉
市
地
区

は
、
2
月
13
日
（
四
季
健
康
館
）、

14
日
（
小
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）、

21
日
（
玉
里
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を

中
心
に
幼
児
安
全
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
赤
十
字
幼
児
安
全
法
指
導
員

を
講
師
に
、
子
ど
も
（
1
〜
6
歳
ま

で
の
幼
児
を
対
象
）
に
起
き
や
す
い

事
故
の
予
防
と
応
急
手
当
の
知
識
と

技
術
、
子
ど
も
の
心
肺
蘇
生
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

2
月
22
日
、
太
陽
保
育
園
の
園
児

と
竹
原
小
6
年
生
55
名
が
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ホ
ー
ム
竹
原
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
な
が
ら
お
年
寄
り
と
ふ
れ

あ
い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
体
験

を
し
ま
し
た
。
小
学
生
は
、
座
っ
た

り
寝
た
ま
ま
で
入
浴
が
で
き
る
介
護

設
備
の
見
学
や
館
内
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
行
い
福
祉
施
設
で
の

社
会
体
験
を
し
ま
し
た
。

美
野
里
中
学
生
が
奉
仕
作
業

小
川
北
中
生
が

プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置

玉
里
消
防
署
に
高
規
格
救
急

自
動
車
が
配
備

幼
児
安
全
教
室

老
人
ホ
ー
ム
で

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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ふ
る
さ
と
塾
講
話
に

　
　
　
　

た
く
さ
ん
の
市
民
が
参
加
!!

　

3
月
1
日
、
魅
力
的
で
幅
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
実
践
家
の
養
成
を
目
指

し
て
進
め
て
き
た
、
お
み
た
ま
ふ
る

さ
と
塾
の
閉
講
式
記
念
講
話
が
四
季

文
化
館（
み
の
〜
れ
）に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
住
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

〜
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
、
西
村
ミ
チ

江
氏（
日
立
市
塙
山
学
区
住
み
よ
い

ま
ち
を
つ
く
る
会
会
長
）の
講
話
に

は
、
塾
生
ば
か
り
か
多
く
の
市
民
が

参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
を
考
え
る
熱
心
な
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
話
終
了
後
に
は
、
お
み
た
ま
ふ

る
さ
と
塾
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
島
田

穣
一
塾
長
か
ら
17
名
の
卒
塾
生
に
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、

ふ
る
さ
と
塾
で
の
経
験
を
生
か
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

次回広報おみたま4月号の発行日は4月12日（木）です。この広報紙は再生紙を使用し、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

　

い
よ
い
よ
3
月
。
83
年
間
地
元
の
足
と
な
り

通
勤
や
通
学
で
お
世
話
に
な
っ
た
鹿
島
鉄
道
も

い
よ
い
よ
今
月
末
で
廃
線
と
な
り
ま
す
。
4
月

か
ら
は
関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス（
株
）に
よ
る
代
替

運
行
に
な
り
、
し
ば
ら
く
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。路
線
図
や
時
刻
表
な
ど
は
、

紙
面
の
中
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
3
月
は
、
学
校
で
も
卒
業
式
、
会
社

で
も
退
職
者
の
送
別
会
や
人
事
異
動
な
ど
、
何

か
別
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
感
じ
る
時
期
で
す

ね
。
市
で
も
行
財
政
改
革
に
伴
う
、
機
構
改
革

に
よ
り
4
月
か
ら
一
部
の
組
織
が
変
わ
る
予
定

で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
勤
務
時
間
も
3
月
号
の
お
知
ら
せ

版
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
人
事
院
の
規
則

改
正
に
準
じ
て
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

終
業
時
刻
が
こ
れ
ま
で
の
5
時
15
分
か
ら
延
長

し
、
5
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

絶
え
ず
、
時
間
の
変
化
と
と
も
に
世
の
中
の

情
勢
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

4
月
に
は
、
ま
た
新
し
い
出
会
い
や
新
し
い
何

か
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
お
み
た
ま
の
ご
愛
読
1
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　サプリには、「付録、補足」の意があ
ります。身近な話題をおみたまサプ
リコーナーとしてお伝えしていきた
いと思っています。情報のある方は
広報係までご連絡ください。

ひなまつり会（野田幼稚園） クイズウォークラリー
（青少年を育てる小美玉市民の会羽鳥支部）

市市
内
探
訪 

　
　
　2
・
3
月
編

市
内
探
訪 

　
　
　2
・
3
月
編

市
内
探
訪 

　
　
　2
・
3
月
編

市
内
を
ぐ
る
っ
と
し
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

　
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
復
活
請
負
人「
柳
本
晶
一
監
督
」が
、

小
美
玉
市
を
訪
れ
ま
し
た
！

　

2
月
18
日
、
小
美
玉
市
文
化
講
演

会
が
、
四
季
文
化
館（
み
の
〜
れ
）

森
の
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
度
は
、全
日
本
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
監
督
と
し
て
、
ご
活
躍
中
の

柳
本
晶
一
氏
を
お
招
き
し
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
対
す
る
情
熱
や
監
督
業
を

通
じ
て
の
人
間
関
係
の
話
を
始
め
、

先
日
行
わ
れ
た
世
界
バ
レ
ー
の
舞
台

裏
の
話
な
ど
貴
重
な
お
話
の
数
々
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
演
終

了
後
に
は
、
小
川
南
中
学
校
女
子
バ

レ
ー
部
内
田
美
波
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら

花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
柳
本
監
督
も
感

激
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
市
内
の
方

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
関
係
者
な
ど
県
内
各
地
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
る
方
も
み
ら
れ
、
来
場
者

か
ら
は
、「
と
て
も
た
の
し
い
講
演

会
で
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し

い
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
普
段
の
生
活
や
子
育
て
に

も
役
立
つ
内
容
で
し
た
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

小
美
玉
市
文
化
講
演
会

お
み
た
ま
ふ
る
さ
と
塾

閉
講
式
記
念
講
話
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